
　
本
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
サ
ル
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
が
田
畑
へ
侵
入
す
る
こ
と
で
、
農

作
物
の
収
穫
量
が
減
っ
た
り
、
あ
ぜ
を
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り

崩
さ
れ
た
り
な
ど
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　「
捕
獲
し
て
も
ら
え
る
か
ら
大
丈
夫
」「
柵
を
取
り
付
け
た
か

ら
安
心
」「
収
穫
で
き
な
い
分
は
捨
て
て
し
ま
お
う
」そ
う
考
え

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
基
本
と

し
て
３
つ
の
柱
を
立
て
て
防
止
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
餌
場
を
提
供
し
な
い

こ
と
、
人
間
は
怖
い
生
き
物
だ
と
し
っ

か
り
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

有
害
鳥
獣
は
、
山
林

や
耕
作
放
棄
地
に
身
を

隠
す
な
ど
、
私
た
ち
の

近
く
に
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
山
林

に
接
す
る
農
地
で
は「
緩

衝
帯
」を
設
け
ま
し
ょ

う
。
見
通
し
が
良
く
な

る
こ
と
で
、
鳥
獣
が
身

を
隠
す
場
所
が
な
く
な

り
、
侵
入
を
さ
せ
づ
ら

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
農
作
物
な
ど
の
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
市
は
、
地
域
猟
友

会
に
委
託
し
、
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
銃
や
わ
な
を
取
り
扱
う
に
は
免
許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。
免
許
取
得
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
免
許
取
得
費
用
の

　
一
部
助
成
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
８
月
10
日（
木
）ま
で
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
早
期
に
捕
獲
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
見
掛
け
た
ら
す
ぐ
に

問
合
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
気
柵
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
痛
み
に

よ
り
柵
は
危
険
だ
と
学
習
さ
せ
る

こ
と
で
、
柵
に
近
寄
ら
な
く
な
り
、

侵
入
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

正
し
く
設
置
し
運
用
す
る
こ
と
が
、

よ
り
効
果
的
な
被
害
防
止
対
策
に

な
り
ま
す
。

●
収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
物
を
放
置
し
な
い

●
収
穫
せ
ず
放
置
し
て
い
る
果
樹
は
伐
採
す
る

●
有
害
鳥
獣
を
見
か
け
た
ら
必
ず
追
い
払
う

緩
衝
帯
を
設
け
る

猟
銃
や
わ
な
に
よ
る
駆
除
を
実
施

電
気
柵
な
ど
の
利
用

①【
寄
せ
付
け
な
い
】た
め
の
取
り
組
み

②【
侵
入
を
防
止
す
る
】た
め
の
取
り
組
み

③【
個
体
数
を
減
ら
す
】た
め
の
取
り
組
み

問
合
先
／
本
庁
農
業
政
策
課
農
政
Ｇ（
薩
摩
川
内
市
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
）（
内
線
４
２
２
２
、４
２
２
３
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

▲【悪い例】放置された野菜

▲侵入を防ぐための電気柵

農地

緩　衝　帯
山林

①寄せ付けない
②侵入を防止する
③個体数を減らす

有害鳥獣被害防止対策

３つの柱

　
有
害
鳥
獣
被
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、【
寄
せ
付
け
な
い
】

【
侵
入
を
防
止
す
る
】【
個
体
数
を
減
ら
す
】の
３
つ
の
柱
を

中
心
に
対
策
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。「
誰
か
が

や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

市
民
み
ん
な
で
防
ご
う
！

市
民
み
ん
な
で
防
ご
う
！  

～
有
害
鳥
獣
被
害

～
有
害
鳥
獣
被
害
～
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「みんなの１１９」

▲消防局ホームページ

　近年、頻繁に発生する地震や台風など災害が増えています。さらにこの時期は、線状降水帯の発生などにより、
災害がいつどこで発生するか分かりません。
　皆さんは災害への備えはできていますか？身を守るために、災害に対する知識や行動力を身に付ける必要があ
ります。そこで今回は、防災意識を高めるために防災研修センターや市民の安全を守る消防車両や資機材についてご
紹介します。災害に対する備えを身に付け、いつどんな状況になっても焦らず落ち着いて行動できるよう心掛けましょう。

　防災研修センターでは、実際に「地震」「暴風雨」「煙」「初期消火」「Ｑ＆Ａ、119 番通報」の体験ができます。

　消防車両や資機材は、近くの消防署で見学できます。お気軽に足を運んでみてください。

　災害はいつ起こるか分からないからこそ、普段の生活の中で意識しながら過ごすことが大切です。災害が発生し
やすいこの時期、みんなで防災意識を高めましょう！

■消防ポンプ車

■地震体験 ■初期消火体験

■ホースカー

■災害支援車

■大型油圧救助資機材

問合先／消防局予防課　（22）0135

　火災現場では、消火栓や防
火水槽などから水を確保し、
火災の前線にいる消防車に絶
えず水を送る重要な役割を持
ちます。また、他の車両より
小型で機動力に優れており、
狭い道でも走行できるため、
救急隊の活動応援（ＰＡ連携）
など多岐にわたって活躍する
車両です。

　３次元に動く振動装置に乗り、東日本
大震災など過去に起こった大地震の揺れ
を体験できます。

　映像スクリーンの火災に向けて水消火
器で正しく消火する体験ができます。

　入館無料、申し込み不要で、
誰でも体験することができま
す。詳しくは、消防局ホーム
ぺージをご確認ください。

▲�消防局防災研修センターに
ついて

　交通事故や爆発事故など、
多数のけが人が出る災害に出
場した際に、一度に多くの人
を搬送することができる車で
す。また、多くの資機材を乗
せることもできるため、潜水
隊出場時の資機材搬送も行い
ます。

　防火水槽や消火栓が消防車
から遠い場所にあるときに活
躍します。長い距離を伸ばせ
るように10本のホースが積載
されています。最大で200メー
トル延長することができま
す。

写真右：大型油圧スプレッダー
写真左：大型油圧カッター
　交通事故や倒壊、崩落事故
などの救助現場において、重
量物を持ち上げたり、隙間を
広げたり物を押し潰したりす
る作業（スプレッダー）や、切
断作業（カッター）を行う際に
活躍する資機材です。

を高めよう！防 意 識災

◎新たに更新した消防車両、資機材

◎防災研修センター

142023.7.10 広報



　
今
回
は
、
南
日
石
油
株
式
会
社

を「
深
ボ
リ
！
」。
河か

港こ
う

店
所
長

南み
な
み

薗ぞ
の

睦む
つ

雄お

さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
植う

え

村む
ら

企
業
グ
ル
ー

プ
と
し
て
昭
和
42
年
に
開
業
し
、

上
川
内
、
河
港
、
田た

海う
み

の
３
店
の

給
油
所
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ

ン
、
軽
油
、
灯
油
な
ど
の
石
油
製

品
の
販
売
、
配
達
や
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
、
冷
却
水
、
バ
ッ
テ
リ
ー
液

の
チ
ェ
ッ
ク
、
タ
イ
ヤ
交
換
、
洗

南日石油株式会社

第
55
回

南な
ん
に
ち日
石
油
株
式
会
社

－ Information －

代 表 者：代表取締役　植
うえ

村
むら

一
はじめ

所 在 地：上川内町 4032番地

従業員数：11人

連 絡 先：（22）2451

▲南薗所長（左から２人目）と社員の方々

車
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

を
展
開
す
る
上
で
、「
物
」で
は
な

く
、「
安
全
」を
提
供
で
き
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献

　
地
域
の
方
が
立
ち
寄
ら
れ
る
際
、

世
間
話
に
花
が
咲
く
こ
と
も
あ
り
、

地
域
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
各
家
庭
や
企
業
に
配
達
す
る
と

き
に
は「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
に
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
そ

の
他
、
工
事
現
場
に
は
、
重
機
の

稼
働
に
必
要
な
重
油
を
配
達
し
ま

す
が
、
そ
の
現
場
が
完
成
し
て
か

ら
道
を
通
る
と
、
地
域
に
貢
献
で

き
た
と
実
感
し
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ

て
薩
摩
川
内
は
ん
や
ま
つ
り
に
参

加
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
一
人
一
人
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
を
意
識
す
る
な
ど
、

お
客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
事
に
し
、
日
々
の
業

務
の
中
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

入社４年目
穎
え
川
がわ
俊
しゅん
芽
が
さん（写真右）

　
意
見
交
換
が
し
や
す
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
環

境
で
す
。
危
険
物
取
扱
者
試
験
の

合
格
に
向
け
て
日
々
勉
強
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
先
輩
方
に
も

試
験
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
合

格
す
る
と
資
格
手
当
が
付
く
な
ど
、

充
実
し
た
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
挑
戦
す
る
向
上
心

を
忘
れ
ず
に
、
知
識
と
経
験
を
身

に
付
け
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲重油を配達する車

▲ガソリンを給油する様子▲ウインドウォッシャー液を補充する様子

▲グループとして参加した
薩摩川内はんやまつり
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【第１中継所】
樋脇総合運動場体育館

樋脇グラウンド・
ゴルフ場

樋脇小学校

樋脇支所 市比
野川

樋脇
川333

333

【第 2中継所】
樋脇総合運動場体育館下

【第 4中継所】
樋脇支所駐車場

【ゴール地点】
樋脇鉄道記念公園

【スタート地点】
樋脇屋外人工芝競技場

【第３中継所】
樋脇地区

コミュニティセンター

国体通信 vol.16

　
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。▲ホームページ

▲Instagram

炬炬
き ょき ょ

火火
かか

リレーをリレーを
開催します！開催します！

問
合
先
／
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
事
務
局（
国
体

推
進
課
内
）

（
内
線
６
４
３
１
）

▲鬼塚正美さん
（77歳）

県
内
で
は
、７
月
21
日

（
金
）～
８
月
26
日（
土
）の

期
間
、薩
摩
・
大
隅
・
離
島

の
３
コ
ー
ス
で
炬
火
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
８
月
８
日

（
火
）に
、市
内
全
域
か
ら
募

集
し
た
２
０
１
人
の
走
者

が
、下
記
の
３
コ
ー
ス
全
15

区
間
を
炬
火
リ
レ
ー
し
ま

す
。な

お
、炬
火
リ
レ
ー
当
日

の
コ
ー
ス
周
辺
は
、交
通
規

制
を
行
い
ま
す
の
で
、周
辺

を
通
行
す
る
際
は
、十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、各
コ
ー
ス
の
ス

タ
ー
ト
地
点
付
近
に
は
駐

車
場
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

各
中
継
所
に
は
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通
機

関
な
ど
を
使
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

付
近
の
施
設
へ
の
無
断

駐
車
や
路
上
駐
車
な
ど
は

お
控
え
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
沿
道

で
の
ご
声
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

8 月 8日（火）8月 8日（火）

　51
年
前
の
太
陽
国
体
に
炬
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

参
加
し
、
今
年
の
炬
火
リ
レ
ー
に
も
参
加
予
定
の

鬼お
に
塚つ
か
正ま
さ
美み

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

コ
ー
ス
案
内

●
太
陽
国
体
当
時
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
時
は
27
歳
で
し
た
。職
場
の
推
薦
で
走
る
こ
と
に

な
り
、大
勢
の
中
か
ら
選
ば
れ
、大
舞
台
で
の
炬
火
ラ
ン

ナ
ー
に
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。炬
火
に
込
め
た「
想
い
」を

次
の
走
者
に
必
ず
つ
な
ぐ
と
い
う
思
い
で
走
り
ま
し
た
。

●
今
回
の
炬
火
リ
レ
ー
に
か
け
る
意
気
込
み
を
教

　え
て
く
だ
さ
い

　
人
生
で
２
回
も
炬
火
リ
レ
ー
に
参
加
で
き
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。息
子
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
競
技
役

員
と
し
て
国
体
に
関
わ
り
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、親
子
で

国
体
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、応
募
し
ま
し
た
。炬
火
リ

レ
ー
の
た
め
に
、日
々
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
一
生
の
思
い
出
に
残
る
炬
火
リ
レ
ー
に
し
た
い
で
す
。

●
手
作
り
の
炬
火
リ
レ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
像

　
鬼
塚
さ
ん
が
国
体
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
で

制
作
さ
れ
ま
し
た
。靴
紐
や
帽
子
、T
シ
ャ
ツ
な
ど
細
か

い
部
分
ま
で
丁
寧
に
再
現
さ
れ
て
お
り
、県
鳥
の
ル
リ
カ

ケ
ス
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
炬
火
ト
ー
チ
に
こ
だ

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
像
は
、６
月
８
日（
木
）に
市
に
贈

呈
さ
れ
、本
庁
６
階
の
国
体
推
進
課
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

薩摩川内市消防局

高来小学校

中郷上池
【第３中継所】

ポリテクカレッジ川内 【第２中継所】
崎山米店

【スタート地点】
総合運動公園総合体育館
（サンアリーナせんだい）

高
城
川

341

267

川
内
川

【第４中継所】
京セラ第６駐車場

【ゴール地点】
サロン  ド  ノラボーナ

【第 1中継所】
総合運動公園第４駐車場

川薩清修館高等学校

入来文化ホール

【スタート・ゴール地点】
入来総合運動場

328 【第２中継所】
精肉の鳥仙　付近

【第３中継所】
入来観光交通駐車場

【第１中継所】
認定こども園びぼあ駐車場

【第４中継所】
池畑モータース

【川内コース】　９時15分スタート 【入来コース】　13時00分スタート

【樋脇コース】　16時00分スタート

16広報2023.7.10
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　10月に開催される｢燃ゆる感動かごしま国体｣を記
念し、焼酎ギフトセットが販売されました。今回の
記念焼酎のラベルの文字は川内高等学校書道部、背
景デザインは川内商工高等学校美術部の皆さんがデ
ザインしています。｢書｣と｢画｣をマッチングさせた素
晴らしいラベルになりました。

らく楽算数教室を開催

交通安全の大切さを学ぶ

　５月 27 日（土）、セントピアで、第１回らく楽算
数教室を開催しました。小学５、６年生計 35 人が
参加し、算数の学習に熱心に取り組みました。当日は、
鹿児島純心大学の学生や川内南中学校ボランティア
部の生徒が子どもたちの学習をサポートし、笑顔で
学び合う姿が見られました。　　

　６月５日（月）～８日（木）、手打小学校などの甑島
区域の幼稚園や小学校で、鹿児島県交通安全協会に
よる交通安全教室が開催されました。腹話術や自転
車運転シミュレーターによる交通指導を受け、交通
安全の大切さを学びました。

目標は全国制覇！

子どもたちの想いを乗せて

　６月５日（月）、川内サンダースの選手と指導者 14
人が、市長を表敬訪問しました。５月に開催された
高
たか

円
まどの

宮
みや

賜
し

杯
はい

第 43 回全日本学童軟式野球大会県予選
で優勝し、４年ぶりに全国大会に出場します。キャ
プテンの新

しん

盛
もり

陽
は

琉
る

さんは、優勝旗を持ち帰りたいと
力強く誓いました。

外国籍のクルーズ船が甑島に初寄港！
　５月 27日（土）、フランスの船会社 P

ポ ナ ン

ONANTの｢ル・
ソレアル｣が外国籍のクルーズ船として初めて甑島に
寄港しました。鹿島港では鹿島太鼓や大漁旗を活用

した手旗などで歓迎し、中甑漁港で歓迎セレモニー
を開催しました。乗船客は、特産品購入やバスでの
島内観光など、甑島を満喫しました。

182023.7.10 広報

　５月 16 日（火）、里小学校、中津小学校で｢人権の
花｣運動開校式を行いました。子どもたちがお互いに
協力しながら、人権の花に指定されているヒマワリ
を栽培する活動を通して、優しい心や思いやりの心
を育んでいきます。

優しい心や思いやりの心を育てよう

　５月 22 日（月）、川内高等学校３年今
いま

藤
ふじ

穂
ほの

果
か

さん
に対し、｢薩摩川内市みらいアドバイザー｣を委嘱し
ました。これは、持続可能で魅力的なまちづくりの
推進を図るためのものです。｢町の活性化に向けて｣を
探究テーマに市へ政策提言を行っていただきます。

薩摩川内市みらいアドバイザー

　５月 21 日（日）、白波スタジアムなどで｢第 17 回
鹿児島県障害者スポーツ大会｣が開催され、本市から
19 人の選手が参加しました。競技者それぞれが力を
発揮し、好記録を出すことができました。観客席か
ら選手へ声援も多く、とても盛り上がりました。

鹿児島県障害者スポーツ大会
　５月 21 日（日）、ＳＳプラザせんだいで、第18回薩
摩川内市芸能祭を開催しました。郷土芸能や薩摩川内
市文化協会による演目、韓国昌

しょう

寧
ね い

文化院の出演、福
ふく

居
い

一
かず

大
ひろ

氏、剣
けん

持
もち

雄
ゆう

介
すけ

氏、三代目佐
さ

藤
とう

錦
きん

水
すい

氏による｢民
謡の調べ｣など、さまざまな演目が披露され、会場は
熱気に包まれていました。 

薩摩川内市芸能祭を開催

　５月 24 日（水）、本庁で鹿児島純心大学看護学科
保健師選択課程４年次生 17 人が、福祉・組織に関
する見学実習を行いました。実習では、行政組織や
子育て支援、介護予防事業、行政保健師の役割につ
いて学びました。保健師資格取得を目指し、今後の
学修に役立てることとしています。

鹿児島純心大学
福祉・組織に関する見学実習

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。



※
入
場
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

※�

小
・
中
・
高
校
生
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
入
館
無
料

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

募
集

夏
休
み
課
題
応
援｢

書
道
教
室｣

【
要
申
込
】

７
月
28
日（
金
）、
29
日（
土
）

　
▼
１
回
目
＝
10
時
～
12
時

　
▼�

２
回
目
＝
13
時
30
分
～
15
時
30

分

※
受
付
は
20
分
前
～

川
内
歴
史
資
料
館

夏
休
み
の
課
題
の
仕
上
げ

小
・
中
学
生（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

各
回
先
着
10
人

※
参
加
無
料

書
道
用
具
、
夏
休
み
の
課
題（
書

道
）、
半
紙
、
筆
入
れ
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装

７
月
15
日（
土
）～
27
日（
木
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
創
作
教
室

８
月
５
日（
土
）

　
▼
１
回
目
＝
10
時
～
11
時

　
▼�

２
回
目
＝
13
時
30
分
～
14
時
30

分
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

マ
カ
ロ
ン
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

施
し
た
小
物
入
れ
を
制
作

未
就
学
児
～
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
各
回
10
組

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

５
０
０
円

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｕ
～
エ
ク
リ
ュ
～
主
宰
　

箭や

内な
い

郁い
く

子こ

氏

手
拭
き
タ
オ
ル

７
月
18
日（
火
）～
７
月
27
日（
木
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

上
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
フ
ァ
ク
ス

※
１
回
に
複
数
組
の
申
し
込
み
不
可

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社

総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

（
42
）２
３
７
３

�

仕
事
に
使
え
る
ス
マ
ホ
講
習

８
月
29
日（
火
）10
時
～
16
時

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操

作
や
安
全
・
安
心
な
利
用
方
法
の
習

得

60
歳
以
上
で
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
新
規
会
員
と
し
て
就
業
を

目
指
す
方
ま
た
は
現
在
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ
る
が
新
た

な
分
野
で
就
業
を
希
望
し
て
い
る
方

先
着
10
人

※
参
加
無
料

８
月
15
日（
火
）ま
で

電
話
ま
た
は
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
20
）５
８
１
９

（
20
）６
０
６
４

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

①�

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
の
新
設（
１
カ
所
）

　
②�

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム（
29
人
以
下
）の
新
設

（
１
施
設
）

※
②
は
社
会
福
祉
法
人
に
限
り
ま
す
。

本
市
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

ま
た
は
本
市
で
事
業
開
始
を
予
定
し

て
い
る
事
業
者

９
月
29
日（
金
）消
印
有
効

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
に

備
え
付
け
の
書
類
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
直
接
、
送
付

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
介
護

指
導
Ｇ（

２
６
２
０
）

川
内
川
花
火
大
会
を
浴
衣
で

楽
し
も
う
！

７
月
30
日（
日
）13
時
～
15
時

中
央
公
民
館

浴
衣
の
着
装
を
学
ぶ

高
校
生
以
上

先
着
10
人

※
参
加
無
料

浴
衣
、
帯
、
小
物
な
ど（
浴
衣
一

式
貸
し
出
し
可
）

※�

花
火
大
会
当
日
は
無
料
で
お
直
し

も
行
い
ま
す
。（
16
時
～
19
時
）

ℓリ

ブ

ン

プ

ラ

ス

ｉ
ｖ
ｅ
ｎ
＋（
西
向
田
町
）

装
道
会
　
鏑や
ぶ
さ
め

流
馬
　

０
９
０（
７
４
６
０
）７
５
０
３

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
宮
里
城
、
ハ
イ
タ
ウ

ン
平
佐
市
営
、
宮
下
市
営
、
高
来
、

陽
成
上
、
中
村
、
城
上
、
草
道
下
、

勝
目
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
八
幡
、

椿
第
１
、向
湯
第
１
、サ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
樋
脇
市
営

▼�

入
来
地
域
＝
芝
町
、
鹿
子
田
、
舟

越
、
天
貴
美
、
立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
竹
下
、
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
紅
梅
、
東
郷
藤
川
一
般

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
成
木
田
、
早
馬
、
麓
東
特
公

賃
▼
里
地
域
＝
中
樋

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼
下
甑
地
域
＝
手
打
松
下
川

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

７
月
20
日（
木
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

７
月
25
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
４
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（
市

に
掲
載
お
よ
び

の

各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼
川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

　
宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

�

募
集

▲市

▲まちづくり
　公社

21 Satsumasendai city Public Relations, 2023.7.10

時 タイトル

7/22（土） 
10:00 ～ 10:45

ざんねんないきもの事典
（R3年）

7/29（土） 
10:00 ～ 10:50

｢アラジンとまほうのランプ｣
他２話（R3年）

8/5（土） 
10:00 ～ 10:45

市原悦子の琉球昔ばなし
（R1年）

※開場は上映開始 30 分前～

…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
講
師
・
相
談
員
　

…
内

容
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…

受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
課
題
応
援｢

調
べ
て

み
よ
う
！
薩
摩
国
分
寺｣ 

【
要
申
込
】

８
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）９
時

30
分
～
12
時
30
分

川
内
歴
史
資
料
館

夏
休
み
の
社
会
科
自
由
研
究
を
応
援

小
学
校
４
年
生
以
上
の
小
・
中
学

生（
保
護
者
同
伴
）

各
日
５
家
族

※
参
加
無
料

７
月
15
日（
土
）～
８
月
４
日（
金
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ビ
ュ
ー
え
の

サ
マ
ー
フ
ェ
ス

７
月
22
日（
土
）14
時
～
20
時

※
受
け
付
け
は
13
時
30
分
～

※
雨
天
延
期

太
平
橋
下
大
小
路
側
河
川
敷

▼�

昼
の
部
＝
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
バ

ゲ
ー（
水
鉄
砲
の
撃
ち
合
い
）体

験
、マ
ル
シ
ェ
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど

　
▼
夕
方
の
部
＝
屋
台
村

ど
な
た
で
も
可

可
愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
27
）２
９
７
５

夏
休
み
ち
び
っ
子
大
会

　

【
要
申
込
】

８
月
２
日（
水
）９
時
～
16
時

陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地

装
備
品
展
示
、
体
験
試
乗
、
各
種

ゲ
ー
ム
な
ど

※�

状
況
に
よ
り
、
中
止
や
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
・
中
学
生

先
着
50
人

６
０
０
円（
昼
食
代
、
傷
害
保
険

代
含
む
）

７
月
19
日（
水
）10
時
～

電
話

陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
広
報
班

（
20
）３
９
０
０

夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

７
月
22
日（
土
）～
８
月
31
日（
木
）

※�

月
曜
日
は
休
館（
８
月
14
日
は
特

別
開
館
）

川
内
歴
史
資
料
館
、
川
内
ま
ご
こ

ろ
文
学
館

展
示
見
学
、
ク
イ
ズ

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

※
参
加
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

※�

小
・
中
・
高
校
生
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
入
館
無
料

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　
　
（
20
）２
３
４
４

　
▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
　
（
25
）５
５
８
０

｢
歌
旅

　ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト｣

無
料
上
映
会

７
月
30
日（
日
）10
時
～
11
時
27
分

※
開
場
は
上
映
開
始
30
分
前
～

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

北
海
道
を
拠
点
に
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

先
着
95
人

吉よ
し

田だ

淳じ
ゅ
ん

子こ

、
高た
か

杉す
ぎ

奈な

梨り

子こ

、
ザ
・

サ
ー
モ
ン
ズ
　
他

※
車
い
す
席
あ
り

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

夏
の
子
ど
も
上
映
会

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

子
ど
も
向
け
作
品
の
上
映
会

幼
児
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

各
回
先
着
95
人

※
車
い
す
席
あ
り

※
入
場
無
料

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

鹿
児
島
純
心
大
学

　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

【
要
申
込
】

８
月
６
日（
日
）13
時
～
15
時
50
分

鹿
児
島
純
心
大
学

※
令
和
５
年
４
月
よ
り
男
女
共
学

大
学
・
学
科
概
要
紹
介
、
入
試
・

就
職
説
明
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

ミ
ニ
授
業
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど

高
校
生（
同
伴
者
）、
短
大
生
、
社

会
人７

月
31
日（
月
）ま
で

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話

鹿
児
島
純
心
大
学
入
試
広
報

課�（
23
）５
３
１
１

終
戦
記
念
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

「
郷
土
か
ら
知
る
戦
争
」

７
月
19
日（
水
）～
10
月
１
日（
日
）

川
内
歴
史
資
料
館
　

終
戦
ま
で
の
市
内
の
状
況
を
紹
介

※
入
場
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

※�

小
・
中
・
高
校
生
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
入
館
無
料

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

里さ
と

見み

弴と
ん

生
誕
記
念
展
示

　
　

有あ
り

島し
ま

武た
け

郎お

没
後
１
０
０
年 

記
念
展
示

７
月
11
日（
火
）～
８
月
27
日（
日
）

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

里
見
弴
の
生
誕
日（
７
月
14
日
）と�

兄
・
有
島
武
郎
の
没
後
１
０
０
年
に

あ
わ
せ
て
関
連
資
料
や
パ
ネ
ル
を�

展
示

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲鹿児島純心 
　大学
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水辺の活動を楽しむために

本庁文化スポーツ課スポーツＧ（　 6332）

　夏に向けて、水辺に涼を求め、レジャーを楽しむ機会が増えるとともに、水辺の事故も
増えていきます。水辺で楽しく安全に活動するために、次のことに気を付けましょう。

水辺で遊ぶ前に、
天気予報を確認
しよう

水辺で遊ぶときは
子どもだけで行かない
 １人で行かない
ライフジャケットを

着よう

溺れている人が
いたら、
飛び込まず
助けを呼ぼう

水に落ちたら、
慌てず、浮いて
助けを待とう

　市公式 LINEは、防災情報や緊急情報を瞬時にお届けします。その他の情報は、
自分がほしい情報を設定して自分仕様で利用できるようになりました。
　また、基本メニューをリニューアルして、市ホームページや防災情報などにも
アクセスしやすくなりました。基本メニューの「防災情報」から、防災マップや
避難所などの情報が確認できます。

①ほしい情報設定をタップ

②スマートフォンの画面上に展開さ　　
　れた画像の基本情報設定をタップ

＜ほしい情報の設定方法＞

薩摩川内市公式LINE がより便利になりました!

③ほしい情報のカテゴリーに 　をしてください。
　設定していない場合は、防災・緊急情報以外の 
　情報は届かなくなりますので、必ず設定してく
　ださい。

本庁秘書広報課  企画総務・広聴広報G（内線4121）

□ すべての情報
→　配信されるすべての情報を受信する場合は
　　こちらにチェック
□ くらし・手続き
→　税や届出、証明書の発行などの情報
□ 健康・福祉
→　各種検診、介護、年金などの情報
□ 子育て・教育
→　学校や子育て、生涯学習などの情報
□ イベント
→　市内で開催されるイベント情報
□ 仕事・産業
→　商工業や雇用などに関する情報
□ テレビ情報
→　テレビ放送に関する情報
□ 市外居住者向け情報
→　移住、定住、ふるさと納税などの情報

▲市公式LINEの
　登録はこちら

※�

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
詳
し
く
は

市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学

習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４
７

４
１
）

▲市

23 Satsumasendai city Public Relations, 2023.7.10

｢
体｣

改
造
倶
楽
部
の
参
加
者

８
月
７
日（
月
）～
12
月
27
日（
水
）

川
内
保
健
セ
ン
タ
ー

生
活
習
慣
、
食
習
慣
の
改
善
を
目

指
し
た
毎
月
１
回
の
個
別
面
接（
30

分
程
度
）

19
歳
～
40
歳

先
着
７
人

※
参
加
無
料

８
月
４
日（
金
）ま
で

直
接
、
電
話

市
民
健
康
課
健
康
増
進
第
１
Ｇ

（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
１
１

二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員

若
干
名

令
和
５
年
度
に
二
十
歳
で
、
実
行

委
員
会
お
よ
び
二
十
歳
の
つ
ど
い
に

参
加
で
き
る
方

企
画
・
準
備
お
よ
び
式
当
日
の
運

営
７
月
28
日（
金
）ま
で

任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス

〒
８
９
５-

０
０
７
６
　
大
小

路
町
14-

５
　
社
会
教
育
課
社
会
教

育
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
１
１

shakai@city.satsum
asendai.lg.jp

お
知
ら
せ

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

次
の
①
～
③
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方

①�

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者

共
に
本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

②�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
基
準

日（
令
和
５
年
８
月
１
日
）か
ら
過

去
６
カ
月
間
に
３
カ
月
以
上
継
続

し
て
介
護
し
て
い
る
こ
と

③�

要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者
と
同
一

世
帯
の
全
員
が
、
市
民
税
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

※�

特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
経
過
的

福
祉
手
当
の
受
給
者
は
対
象
外

要
介
護
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
６

万
円
を
支
給

介
護
者
の
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）、
介
護

者
名
義
の
通
帳

８
月
１
日（
火
）�

～
31
日（
木
）�

を
お
持
ち
の
上
、
直
接

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新

　
新
し
い｢

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証｣

を
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証（
緑

色
）の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま

で
で
、
８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

新
し
い
被
保
険
者
証（
オ
レ
ン
ジ

色
）の
有
効
期
限
は
、
令
和
６
年

７
月
31
日
ま
で（
令
和
６
年
７
月

31
日
ま
で
に
75
歳
に
到
達
さ
れ
る

方
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
、
令

和
６
年
７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に

到
達
さ
れ
る
方
は
誕
生
月
の
月
末

（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
前

日
ま
で
）が
有
効
期
限
と
な
り
ま

す
）

※�

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
居

し
、
マ
ル
学
被
保
険
者
証
が
必
要

な
方
は
、
在
学
証
明
書
を
ご
持
参

い
た
だ
き
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ（

２
８
４
１
～
２
８
４
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

診
さ
れ
る
際
に
、｢
限
度
額
適
用
認

定
証｣

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

保
険
適
用
分
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

額
が
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の

食
事
代
を
減
額
す
る｢

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証｣

が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
で
交
付
し

て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
月
）ま
で
で
す
。

　
引
き
続
き
必
要
な
方
は
、
改
め
て

交
付
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
は
７
月
か
ら
事
前
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

事
前
申
請
分
の
認
定
証
の
交
付
は

８
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ（

２
８
４
１
～
２
８
４
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト

に
係
る
新
居
の
住
居
費
、
引
越
費
用

な
ど
へ
の
補
助

▼�

対
象
に
な
る
費
用
＝
住
宅
の
購
入

費
、
賃
貸
借
に
係
る
費
用（
敷
金
、

礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
１
カ
月
分

の
家
賃
お
よ
び
共
益
費
）、
引
越

費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

▼�

補
助
上
限
額
＝
婚
姻
時
、
夫
婦
共

に
29
歳
以
下
の
場
合
は
、
上
限
60

万
円
、
39
歳
以
下
の
場
合
は
、
上

限
30
万
円

次
①
～
⑤
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、

市
内
に
居
住
す
る
世
帯

①�

令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届

を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
夫
婦
で
あ

る
こ
と

②�

婚
姻
時
に
夫
婦
共
に
39
歳
以
下
で

あ
る
こ
と

③�

夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

④�

婚
姻
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月
１

日
以
降
に
市
内
の
住
宅
を
新
た
に

取
得
ま
た
は
賃
借
し
た
こ
と
に
係

る
対
象
経
費
を
支
払
っ
て
い
る
こ

と
⑤�

夫
婦
共
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

令
和
６
年
３
月
31
日（
日
）必
着

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
を

に
直
接

お
知
ら
せ

交付対象年齢および交付条件 手続きに必要なもの

・ 申請時に、国民健康保険税に未納がない
こと

【70歳以上74歳未満の場合】
　（上記条件に加えて）
・ 世帯主および国民健康保険被保険者全員

の令和５年度市民税が非課税であること
・ 被保険者証の負担割合が｢３割｣かつ課税

所得が690万円未満であること

・国民健康保険被保険者証
・ 市民税非課税世帯の方で

過去１年間の入院日数が
90日を超える場合は、入
院日数が確認できる領収
書や入院期間証明書

・来庁者の身分証明書
　（代理人の申請の場合）
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薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2023.7月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和５年
7月28日（金）消印有効

締 

切

▲ 竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 7月25日（火）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

　これまで、たくさんのせんで弁を紹介してきた
けど、独特な表現だと感じることがあったと思う
つん。そこで今回は、鹿児島弁として一般的に使
われる方言と比べて独特な言い方をするせんで弁
を紹介するつん。
　例えば、サルやクモを鹿児島弁で「サイ」、「コッ」
と言うけど、せんで弁では「サッドン」「コッドン」
と言って、語尾に「ドン」をつけて使うこともある
つん。「カメ」も「クッ」だけでなく、「クッドン」と言
うこともあるつん。
　「ドン」という表現は敬意だけではなく、親しみ
も込めて使われているので、これらのせんで弁を

聞くと、使ってきた人たちの生き
物への愛情が伝わってくるつん。
せんで弁は他の地区の方言に比べ
て、荒っぽいといわれることもあ
るけど、そんなことないから、自
信を持って使っていきたいつん。

せんで弁講座
独特の言い方のせんで弁

 vol.64

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（6月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/6/5）

区　分 件　数
交通事故 80 件（前年比�− ���7 件）
死　　者 1件（前年比�±���0 件）
負 傷 者 86 件（前年比�− � �5 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/6/7）

区　分 件　数
火　災 23 件（前年比�−� ����3 件）
救　急 2,101 件（前年比�＋211 件）
救　助 10 件（前年比�−���11 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（7月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
固定資産税２期 7月31日（月）

国民健康保険税１期 7月31日（月）

■総人口 91,878人（ー 97人）
　男　性 44,640人（ー 23人）
　女　性 47,238人（ー 74人）
■世帯数 46,540世帯（ー 20世帯）
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キジカケル突撃レポート！
行こうよ！図書館へ
さつませんだい歴史文化遺産
人のとなりに
令和５年度薩摩川内市職員募集
後期高齢者医療制度の対象者の皆さまへ
みんなで考えよう～ヤングケアラーについて～
高血圧と生活習慣～市民の方の取り組みを聞いてみました～
教えて！～第３次薩摩川内市総合計画～
防災トピックス
みんなの１１９
市民みんなで防ごう！～有害鳥獣被害～
かごしま国体通信
企業のチカラ
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　 �09969（7）0311��� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

　今月の表紙は、竹を使ってお米を炊く
「たかんぽ炊飯」の様子です。「キジカケル
突撃レポート！」で取り上げた、薩摩川
内市グリーン・ツーリズム推進協議会の
受入農家が行っている体験メニューの一
つです。　

　訪れた受入農家には、あの有名なドアを連想させるようなもの
があり、これをくぐり、体験がスタートします。たかんぽ炊飯は、
半分に切った竹にお米を入れ、火をおこしてご飯を炊きます。ま
た、皿や箸、コップなども自分で竹を切って作ります。
　受入農家の皆さんが、修学旅行生を「自然」で楽しませるために
勉強し、工夫していることを知りました。このような取り組みが
本市を知るきっかけとなり、豊かな自然を生かして活動する皆さ
んが、薩摩川内市と市外の方々をつないでいるのだと感じました。

◎今月の表紙

担当者の声

４月から新規採用職員として秘書広報課に配属され、初

めての担当者の声となります。実は薩摩川内市に住む

のは初めてです。まだまだ市内のことは知らないことが多い

ですが、新たに魅力を発見し、広報紙を通してさまざまな情

報をお伝えできるように頑張りたいと思います。

　７月といえば七夕ですね。７月になると、今でも祖母が七

夕の短冊と飾りを作り、みんなで願い事を書いて笹の葉に飾

ることが、毎年恒例行事となっています。

　そろそろ梅雨も明けて、本格的な夏が始まります。行動制

限がない久しぶりの夏。お出掛けされる方も多いのではない

でしょうか。夏バテや熱中症に気を付けて夏を楽しみましょ

う！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（濵本）
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た
の
し
い
バ
ス
旅

　
先
日
、
娘
と
孫（
３
歳
）と
３
人
で
く
る
く

る
バ
ス
旅
行
に
出
掛
け
ま
し
た
。
川
内
駅
か

ら
東
回
り
の
く
る
く
る
バ
ス
に
乗
り
、
図
書

館
前
で
降
車
。
図
書
館
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

で
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
ご
機
嫌
な
孫
を

見
て
、
私
も
娘
た
ち
が
小
さ
い
頃
に
よ
く
図

書
館
に
来
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
バ
ス
停
近

く
の
菓
子
店
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
買
っ
て
再

び
バ
ス
に
乗
車
し
、戻
っ
て
来
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
昼
時
だ
っ
た
の
で
、
孫
の
好
き
な
お
蕎

麦
を
食
べ
て
自
宅
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。

短
い
バ
ス
旅
行
で
し
た
が
、
途
中
見
覚
え
の

あ
る
場
所
や
パ
ト
カ
ー
、
消
防
車
な
ど
好
き

な
乗
り
物
も
見
ら
れ
て
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。
今
度
は
ま
た
一
緒
に
肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
に
乗
り
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

��
り
え
こ
ば
あ
ば（
59
歳
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う

　
小
学
生
の
娘
は
腹
痛
持
ち
で
、
そ
の
日
も

下
校
途
中
に
痛
く
な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
公
衆

電
話
か
ら
自
宅
に
連
絡
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

公
衆
電
話
の
横
に
は
喫
煙
所
。
３
人
の
若
い

男
性
た
ち
が
喫
煙
中
で
し
た
。
娘
は
、
緊

張
し
な
が
ら
前
を
通
っ
て
電
話
の
も
と
へ
。

す
る
と
、
一
人
の
男
性
が
、「
小
学
生
が
来

た
か
ら
止
め
よ
う
」と
声
を
掛
け
、
同
意
し

た
他
の
方
々
と
去
っ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
授
業
で
副
流
煙
の
こ
と
を
学
ん
だ

ば
か
り
だ
っ
た
娘
は
、
去
っ
て
行
か
れ
た
訳

を
理
解
し
、
喜
び
の
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
無
事
で
良
い
一
日
を
過
ご
せ
る
よ
う

願
い
、
子
を
送
り
出
す
親
に
と
っ
て
、
子
ど

も
を
大
切
に
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
存
在

は
あ
り
が
た
く
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
３
人
の
お
兄
さ
ん
た
ち
、
そ
し
て
、

日
々
見
守
り
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
し
ゅ
マ
マ（
48
歳
）

絵
手
紙

す
み
っ
コ
の
み
い
ち
ゃ
ん（
６
歳
）

い
つ
も
仲
良
し

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
仲
良
く
共
に
成
長
し

て
ね
。
２
人
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

和’ｓ
♡
ｍ
ａ
ｍ

読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

台湾屋台×カフェ
「みのり」
住  入来町副田 5912-3
営  10:00 ～ 22:00
休   不定休

080（6993）4549

●
湯之山
公園

●
湯之山
公園入来文化

ホール
●

入来文化
ホール
●

●
入来郵便局

●
入来郵便局

川薩清修館
高等学校

●

川薩清修館
高等学校

●
台湾屋台×カフェ
みのり

●
薩摩川内市
商工会
入来本所

●
薩摩川内市
商工会
入来本所

鹿児島
銀行
●

鹿児島
銀行
●

【締切】 7 月 28 日（金）消印有効【締切】 7 月 28 日（金）消印有効

▲鶏
ガイ

蛋
ダン

仔
ジャイ

（エッグワッフル）
   ＋ホイップクリーム＋黒糖アイス

　上記締切までにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「 台 湾 屋 台 × カ フ ェ　 み の り ｣ の お 食 事 券（500円 ）を 

５人にプレゼント。
　今年５月にオープンしたばかりの「台湾屋台×カフェ」
の店。鶏

ガイ

蛋
ダン

仔
ジャイ

、別名エッグワッフルは、ホイップクリー
ムやアイスクリーム、フルーツをトッピングすること
もできます。また、スイーツだけでなく、魯

ルー

肉
ロー

飯
ハン

といっ
たご飯ものやお酒もあるので、ランチや晩酌にも！ぜ
ひ台湾屋台の味を楽しんでください。

▲Instagram

262023.7.10 広報



申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

国
産
竹
10%

の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 （薩摩川内市）

facebook
（薩摩川内市）
Instagram

薩摩川内市
チャンネル（　　  　　　）
YouTube

（薩摩川内市）
ホームページ

7
July.2023
Vol.450

Satsum
asendai C

ity Public R
elations

自
然
を
味
わ
い
、

　
　
　
非
日
常
を
味
わ
う
。

Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい July.2023
vol.450

7
Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい

自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

友だち
募集中

薩摩川内店
〒895-0076 薩摩川内市大小路町3443

PCトラ
ブル！季

節の変わ
り目に御

用心！今
のうちに

相談！


